
科目名 経営情報学専門演習Ⅲ (Seminar in Management InformationⅢ)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

通年 90 時間

担　当　教　員 【常勤】　教授　松野 成悟，　准教授　挾間 雅義，　准教授　田川 晋也，　助教　根岸 可奈子

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

（1）経営学や会計学などの観点から演習課題の目的を把握し，その内容を理解し，説明することができ
る。
（2）これまでに修得した経営系科目の専門知識とスキルにもとづいて，グループでの討議に積極的に参
加し，演習に適切に取り組むことができる。
（3）演習課題の成果を適切にレポートにまとめ，効果的なプレゼンテーションを行うことができる。

第5学年 経営情報学科 学修 2 単位 必修 講義／演習

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

経営学や会計学などの
観点から演習課題の目
的を把握し，その内容を
理解し，説明することが
できる。
8割以上

経営学や会計学などの
観点から演習課題の目
的を把握し，その内容を
理解し，説明することが
できる。
7割以上

経営学や会計学などの
観点から演習課題の目
的を把握し，その内容を
理解し，説明することが
できる。
6割以上

経営学や会計学などの
観点から演習課題の目
的を把握し，その内容を
理解し，説明することが
できない。
6割未満

学習・教育到達目標 （C)② JABEE基準１（２） （d）-（1），（e），（i）

達　成　度　評　価　（％）

（1）経営学や会計学などの観点から演習課題の目的を把握し，
その内容を理解し，説明することができる。

（1）レポートで評価する。 25%

到達目標
②

これまでに修得した経営
系科目の専門知識とス
キルにもとづいて，グ
ループでの討議に積極
的に参加し，演習に適切
に取り組むことができる。
8割以上

これまでに修得した経営
系科目の専門知識とス
キルにもとづいて，グ
ループでの討議に積極
的に参加し，演習に適切
に取り組むことができる。
7割以上

これまでに修得した経営
系科目の専門知識とス
キルにもとづいて，グ
ループでの討議に積極
的に参加し，演習に適切
に取り組むことができる。
6割以上

これまでに修得した経営
系科目の専門知識とス
キルにもとづいて，グ
ループでの討議に積極
的に参加し，演習に適切
に取り組むことができな
い。

到達目標
③

演習課題の成果を適切
にレポートにまとめ，効
果的なプレゼンテーショ
ンを行うことができる。
8割以上

演習課題の成果を適切
にレポートにまとめ，効
果的なプレゼンテーショ
ンを行うことができる。
7割以上

演習課題の成果を適切
にレポートにまとめ，効
果的なプレゼンテーショ
ンを行うことができる。
6割以上

演習課題の成果を適切
にレポートにまとめ，効
果的なプレゼンテーショ
ンを行うことができない。
6割未満

（2）これまでに修得した経営系科目の専門知識とスキルにもとづいて，グルー
プでの討議に積極的に参加し，演習に適切に取り組むことができる。 （2）レポートで評価する。 25%

（3）演習課題の成果を適切にレポートにまとめ，効果的なプレ
ゼンテーションを行うことができる。

（3）レポートおよびプレゼンテーションで評価する。 50%

                  評価方法

指標と評価割合

(1)レポー
ト

(2)レポー
ト

(3)レポート・プ
レゼンテー

ション
レポート

口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 25 25 50 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ◎

思考・推論・創造への
適用力【適用、分析レベル】

○ ○ ○

汎用的技能
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力【　　】



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 経営管理論Ⅰ・Ⅱ，経営統計学Ⅰ・Ⅱ，経営組織論Ⅰ・Ⅱ，経営財務論Ⅰ・Ⅱ

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

本授業では，これまでに経営系科目の授業で修得した経営管理，財務・会計，経営工学，統計などの知識やスキルにもとづ
いて，業界・企業研究をグループ単位で行う。具体的には，グループごとに調査・研究の対象とする業界や個別の企業を決
定し，事業構造や財務指標，競争戦略などに関する定性的・定量的な分析を展開する。そして，企業経営上の解決すべき課
題の抽出や解決案のデザインなどを行う。また，その成果を適切にレポートにまとめ，効果的なプレゼンテーションをする能
力の修得と向上もめざす。なお，その過程ではグループ内外における学生同士による活発なディスカッションを促し，演習の
意図の理解と学生の主体的な取り組み，ならびに論理的な思考と文章表現力を高める。これらのことにより，企業経営に関
する実践的で幅広い視野や洞察力，また，さまざまな経営技法の応用力を涵養することを目的とする。

教科書

補助教材等 プリント

学　習　上　の　留　意　点
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス ・シラバスを通じて，学習の意義や授業の進め方，
評価方法などを理解できる。

演習① ・グループごとに具体的な業界や企業を取り上げ
て，業界研究や企業研究を行う。
・ここでは，業界構造や競争戦略，事業内容などに
関する定性的な分析を中心に展開し，討議する。
・原則として学生による主体的かつ積極的な取り組
みと学生同士のグループディスカッションによって
演習を進めるが，必要に応じて演習の背景やディ
スカッションの前提となる基礎理論の講義を行うと
ともに，レポート課題を課すこともある。
・グループワークでは，既存の代表的なケース集や
ビデオなどの視聴覚教材，新聞記事，公的な各種
統計資料などを適宜活用しながら分析を進めてい
く。
・各演習の最後にプレゼンテーションを実施し，四
半期報告書の提出を求める。なお，場合によって
は，演習テーマをさらに小単位の演習課題に分割
して授業を進めることもある。

各演習テーマに関連する
予習を行う。

演習② ・グループごとに具体的な業界や企業を取り上げ
て，業界研究や企業研究を行う。
・ここでは，業界構造や企業業績等に関する定量
的・統計的な分析を中心に展開し，討議する。
・原則として学生による主体的かつ積極的な取り組
みと学生同士のグループディスカッションによって
演習を進めるが，必要に応じて演習の背景やディ
スカッションの前提となる基礎理論の講義を行うと
ともに，レポート課題を課すこともある。
・グループワークでは，既存の代表的なケース集や
ビデオなどの視聴覚教材，新聞記事，公的な各種
統計資料などを適宜活用しながら分析を進めてい
く。
・各演習の最後にプレゼンテーションを実施し，四
半期報告書の提出を求める。なお，場合によって
は，演習テーマをさらに小単位の演習課題に分割
して授業を進めることもある。

各演習テーマに関連する
予習を行う。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

演習③ ・グループごとに具体的な業界や企業を取り上げ
て，業界研究や企業研究を行う。
・ここでは，各種経営指標に注目して財務分析を中
心に展開し，討議する。
・原則として学生による主体的かつ積極的な取り組
みと学生同士のグループディスカッションによって
演習を進めるが，必要に応じて演習の背景やディ
スカッションの前提となる基礎理論の講義を行うと
ともに，レポート課題を課すこともある。
・グループワークでは，既存の代表的なケース集や
ビデオなどの視聴覚教材，新聞記事，公的な各種
統計資料などを適宜活用しながら分析を進めてい
く。
・各演習の最後にプレゼンテーションを実施し，四
半期報告書の提出を求める。なお，場合によって
は，演習テーマをさらに小単位の演習課題に分割
して授業を進めることもある。

各演習テーマに関連する
予習を行う。

演習④ ・グループごとに具体的な業界や企業を取り上げ
て，業界研究や企業研究を行う。
・ここでは，事業内容や競争戦略に関する定量的な
分析を中心に展開し，討議する。
・原則として学生による主体的かつ積極的な取り組
みと学生同士のグループディスカッションによって
演習を進めるが，必要に応じて演習の背景やディ
スカッションの前提となる基礎理論の講義を行うと
ともに，レポート課題を課すこともある。
・グループワークでは，既存の代表的なケース集や
ビデオなどの視聴覚教材，新聞記事，公的な各種
統計資料などを適宜活用しながら分析を進めてい
く。
・各演習の最後にプレゼンテーションを実施し，四
半期報告書の提出を求める。なお，場合によって
は，演習テーマをさらに小単位の演習課題に分割
して授業を進めることもある。

各演習テーマに関連する
予習を行う。

総　授　業　時　間　数 90 時間

全体の学習事項のまとめ
授業改善アンケートの実施

・全体の学習事項のまとめが理解できる。


